けい ざん こうみつ 

奚山は 高密の 人であった。 旅に 出て あきない をす る 

もう J ん き. 10- い 

のが 家業で、 時 どき 蒙 陰 県と 沂水 県の 間 を 旅行した。 

じょうやど 

ある 日 その 途中で 雨に さまたげられて、 定宿 へ ゆき 

つかない うちに、 夜が 更けて しまった。 宿 を かしてく 

れ そうな 物 を 売る 家の 門口 を かたっぱしから 叩いて み 

のきした 

たが、 返事 をす る ものがなかった。 しかたなしに 廡下 

をう ろうろ している と、 一軒の 家の 扉 を 左右に 開けて 

一 人の 老人が 出て 来た。 

「お困りの よう だな。 お入り ご 

「有難う ございま すご 

山 は 喜んで 老人に ついて ゆき、 曳 いている 驢を繫 い 



て 返って 来た。 そして 村から 一 里 あまり 離れた 所へ 

いったと ころで、 老婆が 一人の 女 を 伴れ ていく のに 

ぼ. - つし 

逢った。 それ は 喪中であろう、 冠から 衣服まで 皆 白 

いもの を 着て いた。 そして 近くへ いってみ ると、 どう 

も その 女が 阿繊 に似てい るよう に 思われた。 女 もまた 

しき たもと 

頻りに こちら を 見て いたが、 やがて 老婆の 抉 をつ か 

そば ささや 

まえて、 その 耳の 傍へ 口 を 持って いって 囁いた。 老 

婆 は 足 を 停めて 山に 向って いった。 

「あんた は奚 さんではありません かご 

山 はいった。 

「そうです よ。」 



なった ので、 それ を わたして 運ばした。 およそ 四 かへ 

リ して 粟 はなくな つてし まった。 やがて 買い主 は 老婆 

に 金 を わたした。 老婆 は その 男の 一 人と 二 疋の騾 〔# 

「騾」 は 底本で は 「螺匕 を 留めて おいて、 荷物 を 積んで 皆 

で 東の 方へ 出発した。 そして 一行が 二十 里 もい つたと 

ころで 夜が やっと 明けた。 そこで 唯 ある 巿 へいって、 

乗る 馬 を やとい、 送って 来た 男 は そこから 返した。 

山 はやが て 家へ 帰って 両親に その 事情 を 話した。 両 

親 も ひどく 喜んだ。 そこで 別邸 を 老婆の 住居に して、 

吉日 を 択んで 三郎と 阿繊を 結婚 さした が、 老婆 は阿繊 

に 嫁入り 仕度 を 十分に した。 



お前が 家へ 来て くれてから、 家 は 日 増に 繁昌して 来た。 

皆 これ はお 前が 福 を 持って来て くれた もの だとい つ て 

喜んでい る。 だれが お前の こと を 悪く いう もの かご 

阿繊 はいった。 

「あなたの 気持ち は 好く 解って おります。 ただ 他の 人 

の 口が やかまし いので、 すてられ はしない かと 心配す 

るので すご 

三郎は 一生懸命 になって なだめた ので、 阿繊も それ 

から は 何もい わなかった が、 山 はどうしても 釈 けな 

よ. つす 

かった。 彼 は 善く 鼠 をと る 猫 を もらって 来て 女の 容子 

を 見た。 阿繊 は懼れ はしなかった が 面白くない 顔 をし 



るので、 しかたなしに 多くの 金 を 出して 妾 を 買った が、 

阿繊を 思う 心 は 衰えな か つ た。 

そのうちに また 数年た つた。 奚家は 日に日に 貧しく 

なって 来た。 そこで 家の 者が、 皆 阿繊を 思いだ した。 

三郎の 弟に 嵐と いう 者が あった。 事情が あって 膠に ゆ 

く 道で、 まわり 道 をして 母方の 親類に あたる 陸と いう 

者の 家へ いって 泊った。 夜に なって 隣で 悲しそう に 泣 

く 声が 聴え たが、 訊く ひ まもなく 出発して、 帰りに ま 

た 寄って みると また 泣 声が した。 そこで 主人の 陸生に 

1 一 11 口 レ / 

「この 前に も 聞いた が、 隣で 泣 声が する が、 あれ は ど 
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